
対 策 部 活 動 報 告
対策部長・理事 五泉小学校長 有本秀雄

 「各市町村における教育関連予算等の拡充」に焦点を当て，各郡市小学校長会・政令指定都市小学
校長会や市町村教育委員会の協力を得ながら組織的な調査研究を行い，各学校や各郡市小学校長会・
政令指定都市小学校長会の対策活動の参考となる資料を提供し，その運営に寄与することを活動の重
点とした。 
 調査研究内容を「市町村教育委員会への問い合わせによる調査研究」と「校長への調査研究」の２
つの観点とした。その中で，昨年度に引き続き，人的支援の具体的な状況及び満足度，人的配置の現
状を補う対応等に関する追跡調査を実施した。特別支援教育の充実については昨年度から調査項目を
精選し，特別支援学級と通常の学級に在籍する特別な教育的支援を要する児童数等を継続調査した。
また，新学習指導要領への対応として，「外国語科」への取組に関する調査項目を改善し継続調査し
た。さらに，「プログラミング教育」に関わる市町村教育委員会の取組状況について新たに調査した。 
 以上の調査研究内容について，分析結果を報告書にまとめた。また，これとは別に，資料編「小学
校における各市町村単独の人的支援等の実態」を作成し，予算要望活動等の参考資料として活用して
もらうために各郡市小学校長会・政令指定都市小学校長会に提供した。 
 以上の活動を推進するに当たっては，２つの調査研究委員会を設置して，全小学校長並びに各郡市
小学校長会・政令指定都市小学校長会を通して市町村教育委員会に調査を依頼し，集約結果を分析・
考察した。 

１ 調査研究委員会の活動 
調査内容 活動内容 

＜第１調査研究委員会＞ 
◎市町村教育委員会への問い合わせによる調査研究

１ 学校基本情報           （継続） 
２ 教育関連の各種人的支援配置人数（継続） 
３ 「外国語科」への取組     （継続） 
４ 「プログラミング教育」への取組  （新規） 

＜第２調査研究委員会＞ 
◎校長への調査研究 

１ 特別支援教育の実態      （継続） 
２  市町村予算による人的支援の現状（継続） 
３ 市町村予算による人的支援の現状についての

満足度と現状を補う対応  （継続） 
４ 「外国語科」への取組 （継続） 

５月 調査研究内容の確認 
６月 調査内容の検討 

調査用紙及び集計用紙・集計票の発送
(全会員・郡市校長会へ) 

７月 調査回答の集計(郡市対策部長から調査 
研究委員会へ) 

８月 集計結果の分析と考察 
９月 調査研究の中間まとめ 

「資料編」の印刷，発送 
10月 全県対策部代表者会の開催「調査研究の

まとめ」の中間報告と協議 
11月 報告書最終原稿の確認 

県小学校長会調査研究活動報告書の原稿
（対策部活動報告)の提出 

１月 平成 30 年度活動のまとめ 
令和元年度の活動計画の検討 

２ 郡市及び政令指定都市対策部の組織を生かした活動 
（１）郡市及び政令指定都市対策部と連携した調査，集約，結果の分析と考察 

 （２）全県対策部代表者会の開催と情報交換 
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